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学
長
に
就
任
ま
で
の
経
緯
は

　

二
○
○
四
年
に
経
済
産
業
省

の
産
業
技
術
総
合
研
究
所
か
ら

当
大
学
の
教
授
と
な
り
、
副
学

長
を
経
て
、
四
月
に
学
長
と
な

り
ま
し
た
。
専
門
は
心
理
学
で

す
が
、
近
年
は
、
高
齢
者
が
周

囲
の
環
境
、
機
器
、
情
報
と
の

調
和
を
図
る
た
め
の
人
間
工
学

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

学
生
生
活
で
大
切
な
も
の
は

　

資
格
を
取
っ
た
り
、
技
術
を

学
ぶ
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
最

も
大
切
な
の
は
、
他
人
の
心
・

　

焼
津
の
地
名
の
元
と
な
っ
た

の
は
、
日
本
武
尊
の
東
征
伝
承

に
よ
る
も
の
で
す
。
当
地
で
賊

に
襲
わ
れ
、
野
火
に
よ
り
焼
殺

さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
時
、
天
叢

雲
剣
（
あ
め
の
む
ら
く
も
の
つ

る
ぎ
）
で
草
を
薙
ぎ
、
向
火
を

そ
こ
知
り

志
太

放
ち
難
を
逃
れ
ま
し
た
。
そ
れ

が
焼
津
の
地
名
の
発
祥
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
焼
津
の
文
字
は
、
ヤ

キ
ツ
が
転
じ
た
も
の
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
周
辺
の

地
名｢

益
津｣

は
、
焼
の
字
が

火
災
を
連
想
さ
せ
、
ま
た
、
実

際
に
火
災
も
多
か
っ
た
の
で
、
益

の
字
を
「
ヤ
ク
」
と
も
読
む
た

め
和
銅
年
間
に
好
字
の｢

益
津｣

に
改
め
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

周
辺
の
日
本
武
尊
伝
説

　

こ
の
地
名
伝
説
の
他
に
周
辺

に
は
数
々
の
伝
説
が
あ
り
ま
す
。

　

 『
日
本
坂
』
は
、
日
本
武
尊
が

こ
の
坂
を
越
え
て
い
っ
た
の
で
名

づ
け
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。

　
『
野
秋
』
の
地
名
は
、
野
焼
を

改
め
た
も
の
で
日
本
武
尊
の
伝

説
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
『
神
岩
』
は
、
日
本
武
尊
が
腰

掛
け
た
岩
が
海
中
に
あ
る
と
さ

れ
、
上
陸
し
た
と
こ
ろ
が
荒
祭

の
際
の
北
御
旅
所
で
す
。

　
『
御
沓
脱
跡
』
は
、
日
本
武
尊

が
上
陸
し
た
折
に
休
ん
だ
と
こ

ろ
で
、
老
婆
が
小
麦
飯
を
差
し

日や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
尊
と
焼
津
神
社

各
地
に
残
る
日
本
武
尊
伝
説

精
神
的
支
柱
た
る
焼
津
神
社

じ
彫
刻
家
に
よ
る
日
本
武
尊
像

が
草
薙
神
社
に
も
あ
り
ま
す
。

　

焼
津
神
社
は
、
明
治
初
期
の

神
社
制
度
改
編
ま
で
は
、「
入
江

大
明
神
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
境
内
の
灯
籠
に
も
そ
の
名

が
数
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
今
川

氏
か
ら
崇
敬
さ
れ
、
入
江
庄
だ

っ
た
こ
と
か
ら
庄
名
を
冠
し
て

名
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
、
今
で

も
年
配
者
は
、｢

イ
レ
ン
サ
ン｣

と
呼
ぶ
よ
う
で
す
。

　

焼
津
神
社
は
駿
河
国
風
土
記

に
よ
れ
ば
、
四
○
九
年
の
創
建

と
さ
れ
、
今
川
家
と
徳
川
家
か

ら
寄
進
を
受
け
た
由
緒
あ
る
神

社
で
、
明
治
六
年
に
郷
社
、
同

十
六
年
に
県
社
、
昭
和
四
一
年

に
別
表
神
社
と
な
り
ま
し
た
。

「
祇
園
祭
」
だ
っ
た
荒
祭

　

｢

東
海
の
荒
祭｣

と
も
称
さ
れ

る
焼
津
神
社
の
大
祭
荒
祭
は
勇

壮
豪
快
な
こ
と
で
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
明
治
維
新
前

ま
で
は
旧
暦
の
六
月
の
祭
り
で
、

「
祇
園
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
。
夏
は
疫
病
が
流
行
す
る

た
め
、
全
国
で
疫
病
鎮
圧
の
祭

り
が
あ
り
ま
し
た
。
勇
壮
な
神

輿
渡
御
と
御
旅
所
巡
り
は
、
ま

さ
に
祇
園
祭
の
形
な
の
で
す
。

　

今
年
は
、
創
建
一
六
〇
〇
年

奉
祝
記
念
事
業
と
し
て
、
屋
根

の
葺
き
替
え
が
進
ん
で
い
ま
す
。

気
持
ち
を
理
解
す
る
能
力
で
す
。

相
手
の
視
点
か
ら
物
事
を
考
え
、

相
手
の
気
持
ち
に
共
感
す
る
能

力
が
不
可
欠
で
す
。
大
学
で
は
、

基
礎
と
な
る
心
理
学
や
情
報
学

を
学
び
、「
福
祉
力
」
を
高
め

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　

本
当
の
意
味
で
の
「
福
祉

力
」
を
身
に
付
け
る
た
め
に

は
、
何
よ
り
も
実
践
が
大
切
で

す
。
そ
の
た
め
に
「
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
情
報
な
ど
を
学
生
に
発
信
し
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
し
て
い
ま
す
。

学
生
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
実
践
の
中
で
、
自
分
の
中

の
福
祉
力
を
自
ら
養
っ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

学
生
に
望
む
こ
と
は

　

福
祉
が
こ
れ
か
ら
の
国
造
り

の
中
核
と
な
っ
て
い
く
わ
け
で

す
か
ら
、
学
生
に
は
世
界
で
生

き
て
い
く
た
め
の
力
を
つ
け
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
自
分
で
考
え
る

力
を
養
い
、
自
分
を
変
え
て
い

く
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
で
す
。

十
八
歳
で
既
に
固
定
概
念
に
縛

ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
感
じ
が

し
ま
す
。
自
分
の
可
能
性
を
見

つ
け
出
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

大
学
の
役
割
に
つ
い
て

　

福
祉
を
標
榜
す
る
大
学
で
す

の
で
、
特
に
地
域
の
福
祉
の
向

上
に
寄
与
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
地
域

福
祉
の
拠
点
と
な
り
、
地
域
の

特
に
高
齢
者
の
皆
様
と
は
積
極

的
に
関
わ
り
を
持
っ
て
、
共
に

生
き
て
い
く
地
域
福
祉
の
仕
組

み
を
こ
こ
で
構
築
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

地
域
と
共
に
福
祉
の
拠
点
に

　

東
名
高
速
焼
津
イ
ン
タ
ー

の
西
八
○
○
ｍ
、
高
速
道

路
沿
い
に
、
焼
津
千
手
大
観

音
が
あ
り
ま
す
。

　

大
観
音
の
あ
る
曹
洞
宗
大

覚
寺
全
珠
院
は
、
八
五
○

年
の
開
創
で
、
最
初
は
、
真

言
宗
の
寺
院
で
し
た
が
、
荘

園
郷
主
大
覚
寺
屋
敷｢

本

家
愼
田
氏｣

の
菩
提
寺
と
し

て
天
台
宗
善
修
庵
に
引
き

継
が
れ
、
そ
の
後
、
曹
洞
宗
大

覚
寺
全
珠
院
と
な
り
、
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

　

焼
津
千
手
大
観
音
は
、
愼
田

氏
の
三
十
二
代
夫
人
の
千
年
続

く
仏
像
を
作
り
た
い
と
い
う
発

願
に
よ
っ
て
作
ら
れ
ま
し
た
。
仏

師
渡
邊
勢
山
氏
の
作
で
、
高
さ

四
・
二
ｍ
と
日
本
一
の
大
き
さ
の

千
手
観
音
と
し
て
二
○
○
三
年

に
造
立
さ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
焼

津
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
年

間
に
数
万
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

上
げ
た
と
の
伝
説
が
あ
り
、
石

像
と
記
念
碑
が
あ
り
ま
す
。

　

大
村
新
田
の
『
用
心
院
』
は
、

日
本
武
尊
に
殺
さ
れ
た
賊
の
怨

念
が
火
事
を
招
く
と
さ
れ
た
た

め
、
火
の
神
で
あ
る
秋
葉
三
尺

坊
大
権
現
を
勧
請
し
た
も
の
で
、

元
は
焼
津
神
社
内
に
祀
ら
れ

て
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

岡
部
の
玉
取
に
は
日
本
武
尊
の

大
切
に
し
て
い
た
火
石
と
水
石

を
ご
神
体
と
し
て
い
た
と
い
う

『
神
明
神
社
』
が
あ
り
ま
す
。

焼
津
神
社
は
「
入
江
大
明
神
」

　

日
本
武
尊
を
主
祭
神
と
す
る

焼
津
神
社
の
境
内
に
も
日
本
武

尊
像
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
五
九

年
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
同

▲大祭荒祭の神輿渡御

▲御沓脱跡の像

▲日本武尊像

口く

ち

の

ま

ち

ノ
町 

康や

す

お夫

静
岡
福
祉
大
学
学
長

人
を
繋
ぐ

志
太

焼
津
千
手
大
観
音



岡部小

横内白髪
公園

広幡局

藤枝北高

藤枝市役所

蓮華寺池公園

JR藤枝駅

西焼津駅瀬戸
川

コープ高洲店

東海
道新
幹線

東海
道本
線

東
名
高
速
道
路

田
沼
街
道

大井川高

大井川

相川信号

国
道
15
0号
線

富士見橋

港湾道路

大東町
バス停

子安神社

須賀神社

静岡銀行

飽波神社

ふれあい大橋

藤枝バ
イパス

国
道
1号
線

岡部公民館岡部支所

❶
駿河岡部

❷横内

❸八幡橋

❺農学校前

❽藤枝本町
❾瀬戸川

11（青木）

12新藤枝駅
（旧藤枝新駅）

13高洲

18

17

14大洲

15上新田

16大井川

10（志太）

❹水守

❻大手

❼慶全寺前

　軽便は、藤枝から相良・地頭方を結ぶ藤相鉄道と、袋井から浜岡
を結ぶ中遠鉄道が昭和２３年に繋がり、日本一長い軽便「駿遠線」と
なりました。昭和４５年に廃線となり、既に４０年の月日が経ちますが、
今なお私たちの記憶に残っています。藤枝市の郷土博物館には、当
時の蒸気機関車が展示されています。また、飽波神社近くの塗装店
の作業所が当時の駅舎として残っていますが、区画整理などが進み、
当時の軽便を偲ぶものは、ほとんど無くなってしまいました。ここでは、
藤枝市と焼津市の範囲での軽便を辿ります。

藤枝北高の前身、農学校の正門から30ｍの
所にあり無人駅でした。手前の黒く写って
いる所が線路です。

有人の駅でした。現在は、市内では唯一「藤
相鉄道高洲駅跡」の案内板が立っていて、
高洲バス停になっています。

大手は宿場の中心で貨物も乗客も多い駅で
した。駅構内には整備を行う工場がありま
した。現在、銀行と書店がある所です。

有人の駅でした。現在は、大東町バス停に
なっています。夏には志太梨の出荷で賑わっ
たといいます。

無人の停留所で藤枝東高校に通う生徒が利
用しました。慶全寺からは200ｍほど東にあ
りました。

旧田沼街道と吉永街道の交わる辻近くに
あったので、利用客も多くありました。

利用客が多く、駅構内は唯一複線になって
いました。今でも当時の駅舎が安藤塗装店
の作業所として使われています。

当初大井川左岸の堤防沿いにありましたが、
大正13年、１キロほど藤枝寄りに移りまし
た。近くに相川競馬場があり賑わいました。

⑤農学校前駅⑬高洲駅

⑥大手駅⑭大洲駅

⑦慶全寺前駅⑮上新田駅

⑧藤枝本町駅（旧岡出山駅）⑯大井川駅

大手駅と駿河岡部間は、大正14年に開業し、
12年後の昭和11年に廃線となりました。岡
部公民館の庭園付近に駅舎がありました。

瀬戸川の手前50ｍにある無人駅です。勾配
がかなりあり、雨の日などに滑るので乗客
が降りたり、押したりしたといいます。

白髭神社の隣にあり、現在は、サークルKの
裏手、横内白髭公園になっているところです。

大正２年から昭和
32年までは、藤枝
駅から旧東海道沿
いを走っていまし
た。 今で もろくな
ん本店沿いに枕木
が残っています。

東の八幡橋を下った旧広幡村の中心にあり、
岡部線では、駿河岡部、大手に次ぐ駅でした。

志 太 駅 同 様に昭 和32年
までは、駅へ通じる道路
と並行に走っていました。
国道が出来たため、立体
交差化して廃線となりま
した。

無人駅で須賀神社と全居寺の近くにありま
した。この辺りは田んぼで駅の手前500ｍ
ほどが一直線でした。

大正2年から大正８年までは、JR藤枝駅の北、100ｍの所
にありました。昭和31年、駅名を藤枝新駅から新藤枝駅と
しました。下段の写真は駅舎の変遷です。

①駿河岡部駅⑨瀬戸川駅

②横内駅⑩（志太駅）

③八幡橋駅

⑪（青木駅）

④水守駅

⑫新藤枝駅（旧藤枝新駅）

JR藤枝駅

藤枝新駅藤枝新駅

静岡銀行
相良線

相良線

大手線
（昭和32年）

大手線
（大正8年）大手線

（大正2年）

軽便鉄道駿遠線蹟軽便鉄道駿遠線蹟

（大正2年）（大正2年）

新藤枝駅 藤枝新駅

（昭和31年駅名改称）

（大正8年移転）
（移転年不明）

軽便を辿ろう
日本一の長さを誇った

軽便（駿河岡部駅－大井川駅）の歴史
大正 2年	 大手駅－藤枝新駅間開業
大正 3年	 藤枝新駅－旧大井川駅間開業
大正 8年	 藤枝新駅移転、路線変更
大正14年	 駿河岡部駅－大手駅間開業
昭和11年	 駿河岡部駅－大手駅間廃止
昭和23年	 藤相線と中遠線が直結し駿遠線に
	 日本一長い軽便になる（64.6km）
昭和32年	 国道一号線開通による立体化と
	 瀬戸川－新藤枝間の路線変更
昭和39年	 大手駅－新藤枝駅間廃止
昭和45年	 新藤枝駅－大井川駅間廃止

藤相鉄道唱歌と途中で消えてしまった駅と線路
　藤相鉄道唱歌は、４１番まであります。曲は誰もが知っ
ている一般的な鉄道唱歌と同じです。
　ここには、昭和３２年に国道との立体化に伴う路線変更
で消えてしまった「志太駅」と「青木駅｣が歌われています。
　｢瀬戸川越えて下り坂　たちまち着くは志太の駅　名高
きあしなか観音も　駅の近くにあるぞかし｣とあります。ふ
れあい大橋から「ろくなん本店」の裏手に続く小道がその線
路跡です。駅は「中村フンムキ店」の裏にあり、「ろくなん本
店」の側道には当時の枕木が数本残っています。
　「蛍に名を得し青木川　右に左に眺めつつ　並木外れは
停留場」となっていて、駅に通じる道の一本裏側の通りが
軽便の線路でした。「まんさいかん」
に通じる交差点の角、アクセス２１の
ビルの裏手に青木の駅がありました。
　また、開業当時の藤枝新駅は、駅
の北１００ｍの所にあり、線路も駅移
転により、大回りになりました。大井
川駅も大正１３年に１ｋｍ藤枝寄りに
移転しています。

朝比奈川橋梁

瀬戸川橋梁

カーブしている駐車場の
フェンスに沿って築堤が
あり、当時の路 線の跡
を見ることが出来ます。

昭和39年、駅には「さ
ようなら皆さん」の看
板が付けられました。

戦時中に設 計され、昭和
23年入線したもので、藤枝
市郷土博物館にあります。

静岡高校鉄道研究
会が作成しました。

高洲－新藤枝間20
円、新藤枝－大洲・
高新田間30円

昭和2年に株主総会用に
配布された大手－駿河
岡部間の臨時切符

青島史跡
保存会が
旧藤枝新
駅構内の
駅前緑地
に建てた
ものです。

写真・地図／「軽便鉄道」「懐かしの軽便鉄道いまむかし」（藤枝市郷土博物館発行）より転載 

ふれあい大橋

藤相鉄道高洲駅跡

大井川木橋

と う そ う

⑰サンライフ藤枝 廃線時の藤枝本町駅 B-15蒸気機関車 廃止記念レコード 昭和45年の切符⑱軽便鉄道駿遠線蹟
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他店と比べて下さい。

高値換金

取引には運転免許証又は保険証が必要です
買取価格に自信あり、誠意をもって対応します。

買取
いたします。

金 プラチナ
銀パラジウム

金・プラチナ製の
 品物、ジュエリー

査定料

手数料
査定料

手数料
無料無料

ロレックス 
 ルイヴィトン
 美術品・骨董品 

重量（g）×当日の買取価格＝お支払い金額重量（g）×当日の買取価格＝お支払い金額
買取価格（K18、Pt900）は店頭表示しております買取価格（K18、Pt900）は店頭表示しております

インゴット 
 ダイヤモンド 

買取額に自信あります。
他店を回られてから最後にお越し下さい。

TEL 054-623-4330TEL 054-623-4330
焼津市大島708　
営業時間/10時～19時  火曜定休

静岡福祉大学 至焼津市街

焼津署焼津署

セブンイレブンセブンイレブン
ダイスダイス

GSGS

●

●
●●

●
●
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●８/２１日（土）オープニング！

　

　　　　※お問合せは
０５４－６４５－１５５５

「㈱まちづくり藤枝」へ
　　

瀬
戸
川

こ

道

もれびの ７/３１～８/２９
（土） （日）

瀬戸川左岸堤が、
「緑の屋根」の
イベント会場に
　・・・・・

期間中の土・日開催
お問合せは、０５４－６４1－3366

「藤枝市中心市街地活性化推進室」へ
　　

　サザンカーニバル
　　ｏｎ ｔｈｅ て～しゃばストリート
「Ｔｈｅ １ｓｔ 藤枝フォークジャンボリー」
  　　　開催！　ご期待下さい！
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編集後記月刊むるぶ編集部
〒 426-0041　静岡県藤枝市高柳 1 丁目 18-23（共立印刷内）054-635-4651 (共立印刷内)

薮崎新聞店	 054-629-2002 
長倉新聞店	 054-629-1220
塩川新聞舗	 054-629-2055
土井新聞店	 054-622-0632
大井川新聞販売	 054-662-2211

江﨑新聞店	 054-641-0537 
薮崎新聞店・育伸社	 054-641-0053
いけたに新聞店	 054-643-1000
太田新聞店	 054-667-0117
共立印刷・むるぶ	 054-635-4651

　今月号の特集は、軽便鉄道です。４０年前
まで藤枝から袋井までを繋いでいました。改
めて沿線を歩くと駅の位置が移動していたり、
無くなってしまった線路と駅があったり、新発
見がありました。まだまだ、私たちの身の回り
には、知らないことが一杯です。むるぶは新発
見をテーマに頑張ります。（風雲子）

FM島田「情報ランチ」水曜12：30（76.5）
むるぶのバックナンバーは、藤枝・焼津
市内の図書館で閲覧できます。

プレゼント

１，クイズの答え
２，今月号で行ってみたいお店、食べてみたいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，藤枝と焼津の「ここが好き」を教えてください。
６，藤枝と焼津の「一押し」を教えてください。
７，その他ご意見、ご感想など。

◆ご応募について
１，ハガキ、ＦＡＸ、メールでお願いします。
２，あなたのお名前、郵便番号、ご住所、電話番号、

年代、職業を忘れずにご記入下さい。
３，当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代

えさせて頂きますのでご了承下さい。
４，アンケートにもお答え下さい。
■先月の答えは オムレツ でした。
◆応募先
426-0041  藤枝市高柳1-18-23　共立印刷㈱内
むるぶ編集部プレゼント係
ＦＡＸ ０５４－６３５－４５７６
メール murubu@kpnet.co.jp

◆締め切り　8月５日㈭
　　　　　   （当日消印有効）ＦＡＸ必着

焼津神社の主祭神は

〇 〇 〇 〇 （漢字4字）

◆今月の記事からクイズ

　官製はがき（FAXの方は便箋など）にクイズの答えを
お書き頂き、アンケートにもお答え頂ければ幸いで
す。正解者の中から抽選で、藤枝シネ・プレーゴでお
好きな映画が鑑賞できる「シネマ招待券」、または
「島田蓬莱の湯入浴券」をプレゼントします。ご
応募をお待ちしています。

* プレゼントの応募を通じてお客様からご提供いただきました個人情
報は、本プレゼントの運営及びむるぶからのお知らせ等の目的以外
で使用することはありません。

映画招待券

ご入浴券

感動発進！
感動発進！

旅行代金

出 発 日

3,900円（昼食付）
８月30日（月）・31日（火）

～特典付～

ぽんぽこツアー！ぽんぽこツアー！
おためし
　ミステリー？
おためし
　ミステリー？

日・祭日はお休み
となります。

企
画
・
実
施

全旅協会員県知事登録２-２３１号

掛川市杉谷南2丁目20-２
㈱太平洋トラベルサービス

☎0537（23）8800

1. 朝の軽食おにぎり付
2. お茶菓子付
3.車内酒・ジュース飲み放題
4. おしぼり
5. 車でビンゴゲーム
6. お楽しみお土産付

各地=IC=楽しい一日をお約束!
ぶどう狩りもあるよ!=IC=各地
〈焼津IC・藤枝駅・島田駅・金谷駅からご乗車〉

8：00

19：00

幹事様へ
集合場所・出発時間につ
いては出発の一週間前に
幹事様宅へ郵送させて頂
きます。

◆総合旅行業務取扱管理者　
　山本恭子

営業時間
9：00～18：00

詳しくはこちらへお問い合せ下さい。詳しくはこちらへお問い合せ下さい。

ぶどう狩り
あります

ＳＢＳのＣＭでおなじみの

は
じ
め
て
お
目
に

か
か
り
ま
す
!
ポ
ン



1日（日） 8日（日） 15日（日） 22日（日） 29日（日）
外　科

内　科
・
小児科

9:00～17:00

9:00～17:00

眼　科

耳鼻科

その他

歯　科

9:00～17:00

9:00～17:00

9:00～17:00

9:00～12:00

1日（日） 8日（日） 15日（日） 22日（日） 29日（日）
西井胃腸科外科
（高柳）
☎637･0610

しまづ整形外科
（高柳二）
☎634･0888

杉田整形外科
（瀬戸新屋）
☎645･8880

ほしのクリニック
（岡部町内谷）
☎667･0100

大久保医院
（焼津市上小杉）
☎622･2500

〈内〉西井胃腸科外科
（高柳）
☎637･0610

〈内〉高橋医院
（下青島）
☎647･0370

〈内・小〉櫻井医院
（焼津市上新田）
☎622･0122

〈内・小〉高洲早川クリ
ニック（与左衛門）
☎636･0021

〈内〉大久保医院
（焼津市上小杉）
☎622･2500

〈内〉すぎむらクリニ
ック（若王子三）
☎647･7077

〈内・小〉菅ヶ谷内科医院
（堀之内）
☎641･2903

〈内〉鈴木内科医院
（茶町四）
☎644･6960

〈内〉ハラダ城南医院
（田中三）
☎647･1234

〈内〉水上内科クリニ
ック（高柳二）
☎634･1200

〈内・小〉大持医院
（藤枝五）
☎641･0651

〈内・小〉朝比奈診療所
（岡部町新舟）
☎668･0272

〈内〉ほしのクリニック
（岡部町内谷）
☎667･0100

〈内・小〉入交医院
（大手二）
☎641･0135

森耳鼻咽喉科
（大洲一）
☎635･8687

仲神医院
（焼津市中新田）
☎623･0805

まつなが耳鼻咽喉科
クリニック（駅前二）
☎645･3387

やいづ６丁目耳鼻咽
喉科（焼津市焼津六）
☎620･6001

あまの耳鼻咽喉科ク
リニック（田中三）
☎646･3313

〈産・婦〉鈴木レディース
クリニック（大洲四）
☎636･5511

〈泌〉北川医院
（高洲）
☎634･3231

村松歯科医院
（本町二）
☎641･1430

いのまた歯科医院
（仮宿）
☎646･8110

細井歯科
（高洲）

☎636･6731

若林歯科医院
（水上）
☎644･4646

和田歯科医院
（駅前二）
☎641･0860

きむら眼科
（焼津市上新田）
☎622･5811

藤枝眼科クリニック
（青木二）
☎647･7770

8月の休日緊急医 注）当番医が変更になる場合があります。
当日、電話確認の上、お出掛け下さい。

ところ/瀬戸新屋362-1　診療科目/内科・小児科　診療時間/19:30～23:30

054-644-0099 ※焼津市の耳鼻科は午前8:30～


